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別紙① 位置図 



 
東側自治体エリ ア位置図 

 
（ 他自治体名は非表示）  



設営関係書類

撤去関係書類

基盤整備

高木及び低木植栽

オブジェ の設置

ベンチの設置

給水及び電気設備設置

草花植栽

除草・ 花がら 摘み・ 修景せん定 〇 〇 〇 〇 〇

植替え 〇

撤去 撤去

第1回

第2回

庭園設営

維持管理

撤去

書類作成

庭園設営

維持管理

支払区分

業務実施報告書

提出時期

９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月
区分 種別

令和８ 年 令和９ 年

１ ２ 月１ １ 月１ ０ 月９ 月 ６ 月 ７ 月７ 月 ８ 月 ５ 月４ 月３ 月２ 月１ 月

１ ２ 月

８ 月

令和８ 年 令和９ 年

７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月 ４ 月 ５ 月 ６ 月

博覧会関連 ス ケジュ ール（ 2026.2.19時点）

８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月７ 月

施工日程希望調査票提出（ １ ０ 月３ ０ 日ま で）

詳細未定

施工説明会（ ７ 月中） 会期前説明会（ １ 月中） GREEN×EXPO 2027 開催期間（ 3/19～9/26）

施工・ 解体計画書（ 施工開始２ か月前ま で）

その他施工開始前提出書類（ 施工開始１ か月前ま で）

施工完了時提出書類

施工中提出書類

別紙② 工程表

４ 月分 ５ 月分 ６ 月分 ７ 月分 ８ 月分 ９ 月分

庭園設営完了後

撤去後

第１ 回支払区分（ 庭園設営）

第２ 回支払区分（ 維持管理及び撤去）



別紙③　 植栽一覧

区分 植物の名称（ 一般名称）  学名 大き さ ・ 規格 単位 数量 植栽時期 会期中の植替え 備考

アラ カシ Quercus g la uca H＝5.0ｍ 本 3 １ 月 無 株立物、 山採り

ソ ヨ ゴ I lex peduncu losa H＝3.5ｍ 本 3 〃 無 〃

アオハダ I lex m a cropoda H＝4.5ｍ 本 2 〃 無 〃

ハイ ノ キ S ym p locos m yrta cea  var. m yrta cea H＝4.5ｍ 本 3 〃 無 〃

コ ナラ Quercus serra ta  Murray var. serra ta H＝4.5ｍ 本 2 〃 無 〃

コ ハウ チワ カエデ Ace r siebo ld ia num H＝3.5ｍ 本 2 〃 無 〃

アオギリ Firm iana  sim plex H＝3.5ｍ 本 1 〃 無 山採り

コ バノ ミ ツ バツ ツ ジ Rhododendron  reticu la tum H＝0 .8ｍ、 W= 0 .3m 本 3 １ 月 無

アセビ Pieris ja pon ica  subsp. ja pon ica H＝0 .8ｍ、 W= 0 .3m 本 5 〃 無

ク ロ モジ Lindera  um be lla ta  Thunb H＝0 .5ｍ、 W= 0 .3m 本 5 〃 無

ト サミ ズキ Cory lopsis sp ica ta H＝0 .5ｍ、 W= 0 .3m 本 3 〃 無

ビ バーナム ・ ティ ヌ ス Vibu rnum  tinus H＝0 .5ｍ、 W= 0 .3m 本 5 〃 無

シモツ ケ・ ホワ イ ト ゴ ールド Spiraea  ja pon ica H＝0.3ｍ 本 9 〃 無

ナツ ハゼ Vaccin ium  o ldham ii H＝0.3ｍ 本 3 〃 無

他 被爆アオギリ 二世 Firm iana  sim plex H＝0.5ｍ 本 1 ２ 月 無 苗木を 本市よ り 貸与

ギボウ シ・ ハルシオン Hosta ポッ ト 径12 .0 pot 4 0 ２ 月 無

ク サソ テツ Matteuccia  struth iop teris ポッ ト 径12 .0 pot 2 0 〃 無

ユーフ ォ ルビ ア・ マーチニー Euphorb ia  a  m a rtin ii ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ユーフォ ルビア・ シルバース ワ ン Euphorb ia  cha racias 'S ilver Sw an ' ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

エレ モフ ィ ラ ・ ニベア Erem oph ila  n ivea  ポッ ト 径10 .5 pot 6 0 〃 無

シルバーレ ース Tanacetum  pta rm iciflorum ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ラ ム ズイ ヤー S ta chys byzan tin a ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ベニシダ Dryopteris e ryth rosora ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ヒ ュ ーケラ Heuchera  sang u inea ポッ ト 径10 .5 pot 6 0 〃 無

フ ラ ンネルフ ラ ワ ー Actinotu s he lia n th i ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

チュ ーリ ッ プ（ 白） Tulipa  g esneriana 球根 pot 125 〃 あり （ 4月抜取）

ガーベラ （ 白） Gerbera  jam eson ii ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 あり （ 4月抜取）

アリ ッ サム・ ス ノ ーク リ ス タ ル Lobula ria  m a ritim a ‘S now  Crysta ls’ ポッ ト 径10 .5 pot 6 0 〃 あり （ 4月抜取）

アルメ リ ア・ バレ リ ーナ・ ホワ イ ト Arm eria  cv . b a lle rin a  w h ite ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 あり （ 4月抜取）

キン ギョ ソ ウ （ 白） Antirrh inum  m a ju s ポッ ト 径10 .5 pot 6 0 〃 あり （ 4月抜取）

ロ ーダンセマム・ アフリ カンホワ イ ト Rhodanthem um ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 あり （ 4月抜取）

ケール（ 紫） Bra ssica  o le ra cea  va r. acepha la ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 あり （ 4月抜取）

サルビ ア・ シズラ ー（ 白） S a lv ia  a lb a ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 4月 無

ジニア・ プロ フ ュ ージョ ン（ 白） Zinn ia  cv . Profu sion ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

アン ゲロ ニア（ 白） Ange lon ia  a ngustifo lia ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ペン タ ス （ 白） Pentas la nceo la ta ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ユーフ ォ ルビア・ ダイ ヤモン ド フロ ス ト Euphorb ia  hypericifo lia ポッ ト 径10 .5 pot 1 2 〃 無

コ ス モス （ 白） Cosm os b ip inna tu s ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

バーベナ（ 色） Verbena ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

ト ウ ガラ シ・ パープルフラ ッ シュ Capsicum  annuum ポッ ト 径10 .5 pot 3 0 〃 無

高

木

低

木

草

本

類



 

 

ア． 開催意義 

花や緑と の関わり を通じ 、 自然と 共生し た持続可能で幸福感が深ま る 社会の創造の提案、 横浜から 明

日に向けた友好と 平和のメ ッ セージの発信 

〇国際園芸博覧会の趣旨 

・ 国際的な園芸・ 造園の振興   ・ 花や緑あふれる 暮ら し   

・ 地域・ 経済の創造       ・ 社会的な課題解決  

 

イ ． 開催理念・ テーマ   

花や緑、 農、 食 は、 我々の命を支え、 暮ら し を支え、 ま た、 世代、 民族を超えて人々に感動や笑顔を

も たら し ている 。  

我々人類は、 植物をはじ めと し た自然に生かさ れており 、 生命の潮流と 循環の中で生き ている 。  

世界が経済的な豊かさ を主体と し た対比的な充足から 、質的成熟社会への転換期にある 中で、2027 年

に開催さ れる 本博覧会は、 改めて植物の自然資本財と し ての多様な価値を再認識し 、 持続可能な未来と

誰も が取り 残さ れない社会の形成に活用する と と も に、 自然と の共生や幸福感を、 新たな明日の風景と

し て可視化し ていく こ と を目指す。  

〇テーマ       

「 幸せを 創る 明日の風景」  

〇サブテーマ（ テーマ実現の切り 口）    

「 自然と の調和」・「 緑や農によ る 共存」・「 新産業の創出」・「 連携によ る 解決 」  

 

ウ ． 全体概要 

名 称： ２ ０ ２ ７ 年国際園芸博覧会 

博覧会種別： A1（ 最上位） ク ラ ス （ AI PH「 国際園芸家協会」 承認＋BI E「 博覧会国際事務局」 認定）  

開 催 場 所： 旧上瀬谷通信施設（ 神奈川県横浜市）  

開 催 期 間： 2027 年 3 月 19 日（ 金） ～9 月 26 日（ 日）  

博覧会区域： 約 100ha（ 内、 会場区域 80ha）  

参 加 者 数： 1, 500 万人（ I CT活用等の多様な参加形態含む）  

開 催 主 体： 一般財団法人 2027 年国際園芸博覧会協会 

出展内定者数： 神奈川県・ 横浜市を除く 74 自治体を含む 384 件（ R8. 4. 26 公表時点）  

 

エ． 花・ 緑出展（ 自治体）  屋外出展  

〇2027 年国際園芸博覧会のテーマに加え、 ４ つのサブテーマのいずれかに適合し た展示  

〇日本列島の各地域の自然や文化の多様性を全体と し て表現し 、 国内外の来訪者に日本各地への興味、

関心を促し 、 誘客・ 交流につながる 庭園・ 花壇作品  

 

 

ア． 展示の名称  

PEACE= GREEN   緑は平和の象徴  

 

イ ． 花・ 緑出展作品を通じ て来場者へ伝えたいこ と   

1945 年 8 月 6 日、 広島市に人類史上初めて原子爆弾が投下さ れ、 多く の尊い生命が失われた。 打

ちひし がれた市民の心に、生き る 勇気と 希望を与えてく れたのは、焦土の中から 萌え出た緑であった。 

市民や広島のま ちにと って、 緑は「 生命」 そのも のであり 、「 平和」 の象徴である こ と を伝えたい。  

 

ウ ． 本博覧会のテーマ・ サーブテーマと の関連性  

被爆から 75 年が経過し 、 被爆者の高齢化が進む中で、「 平和」 についての価値観を若い世代へ引き

継ぐ と と も に、広く 世界中の各都市と 共有し ながら 、「 平和」 を実現する ための取組を緑の分野で進め

ている 。 具体的には、 国内外の都市や人々に向けて、 平和のシンボルである 被爆樹木を継承する と と

も に、 被爆樹木の種や被爆樹木二世の苗木を配布し 各地で育成し ても ら う など、 平和を象徴する 緑の

継承に向けた取組を行っている 。  

本博覧会においても 、「 も の言わぬ証人」 と し て被爆の実相を後世に伝えていく 上で重要な役割を担

う 被爆樹木を活用し た展示によ り 、 平和意識の醸成を 図り 、 平和を 愛する 人の輪を 広げていき たい。 

※ 関連する テーマ  ： 明日に向けた友好と 平和のメ ッ セージが感じ ら れる 庭園 

※ 関連する サブテーマ：「 連携によ る 解決」  

 

エ． 展示施設や展示物の概要  

○被爆の実相に触れ、「 ヒ ロ シマの心」 が感じ ら れる 場 

庭園の中央部は、 光の空間と し て、 瓦礫の中から 芽吹いた緑を被爆アオギリ 二世の実物展示で表

現し 、 印象的な空間を作り 出す。  

○花と 緑があふれ、 広島のおも てなし の心が感じ ら れる 場 

庭園の外周部は、 光の空間を包む樹林と し て、 花と 緑にあふれ、 居心地の良さ と 華やかさ に満ち

た空間を作り 出す。  

 

 

 

 

 

 

2027 年国際園芸博覧会概要 広島市出展庭園概要 

別紙④ 庭園概要 



 

 

 

 

広島市出展庭園概要 

光の空間を包む樹林（ 山取り ）  

林床はホワ イ ト ガーデン（ 白花系） で清ら かな雰囲気をつく る  

定期的に林床から ミ ス ト を 噴出し 、 ミ ス ト に包ま れた印象的

な空間と する 。（ 避暑対策を兼ねる ）  

園路幅 1. 8ｍ以上を確保 

（ アク セシビリ ティ ガイ ド ラ イ ンに準拠）  

被爆アオギリ 二世の実物展示 

光が降り 注ぐ 庭園の中心にポツ リ と 被爆ア オ

ギリ 二世が芽生えた情景が、緑は平和の象徴で

ある こ と を印象的に表現する 。  

被爆アオギリ 二世の説明サイ ン 

来場者は空間の中心に印象的に芽生えた緑を見て「 こ の芽生えは何

だろう ？」 と 不思議に思う 。そし て、その芽生えが被爆アオギリ 二世

である こ と が半周回ったこ こ で初めて分かる 。  

広島では緑を含めた多く の生命が失われた。 緑の芽生えは生き る 希

望を 与えた。 緑は広島のま ちにと っ ては平和の象徴である こ と を 伝

える 。  

「 被爆樹木は被爆の惨禍に遭いながら も 再び芽吹き 、 市民に生き る

勇気と 希望を与える と と も に、 核兵器廃絶と 世界恒久平和の実現を

訴え掛けている 」 と いう こ と を伝える 。  

Second generat i on A-bombed t rees（ 被爆樹木二世）  

被爆アオギリ 二世の実物展示 語ら いのベンチ（ 2 人掛け）  

…豊富な緑陰と ミ ス ト によ る 居心地の良い空間

でく つろぎ、被爆アオギリ 二世を眺めながら 平

和の大切さ について考え語ら う 場と する 。  

光が降り 注ぐ 庭園の中心にポツ リ と 被爆アオギ

リ 二世が芽生えた情景が、緑は平和の象徴である

こ と を印象的に表現する 。  

周辺樹木 イ メ ージ 

光の空間を包む樹林（ 山取り ）  

       ＋ 

林床はホワ イ ト ガーデン（ 白花系）  

で清ら かな雰囲気をつく る  

       ＋ 

定期的に林床から ミ ス ト を 噴出し 、 ミ ス ト に包ま

れた印象的な空間と する 。（ 避暑対策を兼ねる ）  

語ら いのベンチ（ 2 人掛け）  

…豊富な緑陰と ミ ス ト によ る 居心地の良い

空間でく つろぎ、 被爆アオギリ 二世を眺め

ながら 平和の大切さ について 考え語ら う

場と する 。  

被爆アオギリ 二世の実物展示 

光が降り 注ぐ 庭園の中心にポツ リ と 被爆ア オ

ギリ 二世が芽生えた情景が、緑は平和の象徴で

ある こ と を印象的に表現する 。  

被爆アオギリ 二世の苗木 


